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ステップ秒針の時計算 

 

ステップ秒針の時計とは，１秒ごとに時計の秒針が動く時計です。ある講堂に架けてあるステップ秒針の

時計は，時計に１秒ごとに刻んである目盛りに０.２秒間停止してから，０.８秒間で次の目盛りに一定の速

さで移動するということを繰り返し，停止する瞬間に，正しい時刻を表します。 

 この時計について，次の問いに答えなさい。 

 

（１）８時４０分を過ぎて，最初に時計の分針と秒針が重なるのは，何時何分何秒ですか。 

 

（２）８時から９時までの６０分間で，時計の分針と秒針が重なってから次に重なるまでの時間は何分何秒

で，それぞれ何回ありますか。「１分１５秒が２０回，３０秒が５０回，２５秒が２４回」のように答

えなさい。 
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ステップ秒針の時計算 （１）８時４０分４０
５５

７４
秒 （２）１分１

１

７４
秒が５９回，

１５

７４
秒が１回 

 

（１）４０分０秒からの６０秒間に４０から４１の目盛りの間で，分針と秒針は図①のグラフのように動き

ます。４０.２：１９＝２０１：９５なので，分針の動きに注目をして， 

６０秒×
２０１

２０１＋９５
＝４０

５５

７４
（秒）より，８時４０分４０

５５

７４
秒です。 

 

   図① 
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（２）８時０分０秒に分針と短針はどちらも０の目盛りを指しているので，図②のようになります。 

  ０.２：５９＝１：２９５なので，分針の動きに注目をして，６０秒×
１

２９５＋１
＝

１５

７４
（秒）です。 

   次に，動いている秒針と長針が重なってから次に重なるまでの時間を考えます。図③のように平行線

を補って平行四辺形を作ると， 

  （□＋６２－（□＋１.８））：（１２０－１.６）＝６０.２：１１８.４＝３０１：５９２なので，分針の

動きに注目をして，１２０秒×
３０１

５９２
＝６１

１

７４
（秒）です。６０分間で分針と秒針は，最初と最後

の瞬間を含めると６１回重なるので，重なりと重なりの間は６０回あります。 

１５

７４
秒×１＋６１

１

７４
秒×５９＝３６００秒＝６０分となるので， 

１分１
１

７４
秒が５９回，

１５

７４
秒が１回です。 

 

   図②               図③ 
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